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研究成果概要 
 LHC 実験による新物理の探索が続いている。特に平成２７年１２月に発表された２光

子に崩壊する質量７５０GeV の新粒子の兆候はこれまで誰も予想していなかったもの

で大きな注目を集めている。本共同研究グループからも７５０GeV 粒子の理論的な可能

性を探る論文が幾つか発表されており、今後の新粒子の検証が待たれている。この粒子

の存在が確証されると素粒子模型に新たな粒子が加わることとなりこれまで考えてきた

素粒子標準模型を超える物理の構造や宇宙論に大きな影響を持つこととなる。 
 また本年度の成果の一つにいわゆる strong CP 問題の解の有力な解として考えられ

ている axion 模型に対する新たな模型の考案が挙げられる。通常 axion 模型では axion
に対する様々な制限 (特に flavored meson の希崩壊過程からの制限) から標準模型の

粒子との相互作用が非常に小さいものである必要があることがわかっている。一方で下

記の文献[1] で提案された新しい模型では標準模型にスケールだけ高い標準模型のコピ

ーが伴うことで重い axion が実現可能で希崩壊過程からの制限も逃れていることを示

した。この模型は上記の 750GeV の新粒子の説明にも応用可能であり今後さらに追求し

ていく予定である。 
 平成２７年度本研究グループからはその他数多くの論文が発表されている。 
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